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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子機器が収容される内部空間を形成するラック部材と、
　前記ラック部材に上下方向に移動可能に支持されるプレート部材と、
　前記ラック部材の上面と対向する天井と前記プレート部材の上端とを接近又は接触させ
た状態で、前記ラック部材に対する前記プレート部材の位置を固定するストッパ機構と、
を備え、
　前記ラック部材に配置され、前記プレート部材を上下方向にガイドする第１ガイド部と
、
　前記プレート部材に配置され、前記第１ガイド部に対して移動可能な第１スライダ部と
を有し、
　前記ラック部材は、前記電子機器が移動可能な開口を側部に有する本体部材と、前記本
体部材に支持され、前記開口を開閉可能なドア部材とを含み、
　前記プレート部材は、前記ドア部材に支持されるラック装置。
【請求項２】
　前記第１ガイド部は、前記ドア部材に配置され、
　前記第１ガイド部にガイドされる前記プレート部材の少なくとも一部は、前記ドア部材
の外面と対向可能である請求項１に記載のラック装置。
【請求項３】
　前記開口は、前記本体部材の一側に配置された第１開口と、前記一側の反対側に配置さ
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れた第２開口とを含み、
　前記ドア部材は、前記第１開口を開閉可能な第１ドア部材と、前記第２開口を開閉可能
な第２ドア部材とを含む請求項１又は２に記載のラック装置。
【請求項４】
　前記第１ドア部材に設けられた給気口と、前記第１ドア部材以外の前記ラック部材の所
定位置に設けられた排気口とを有し、
　前記プレート部材は、前記給気口が面する空間と前記排気口が面する空間とを仕切るよ
うに、前記第１ドア部材及び前記第２ドア部材のいずれか一方に支持される請求項３に記
載のラック装置。
【請求項５】
　前記排気口は、前記第２ドア部材に設けられる請求項４に記載のラック装置。
【請求項６】
　前記ドア部材に設けられ、前記内部空間と外部空間とを連通する第１通気口と、
　前記プレート部材の少なくとも一部に設けられた第２通気口とを有する請求項２に記載
のラック装置。
【請求項７】
　前記第２通気口を開閉するシャッタ部材を有する請求項６に記載のラック装置。
【請求項８】
　前記ストッパ機構は、前記プレート部材に形成された貫通孔と、前記ラック部材に形成
された雌ねじ孔と、前記貫通孔を介して前記雌ねじ孔に配置される雄ねじ部材とを含む請
求項１～７のいずれか一項に記載のラック装置。
【請求項９】
　電子機器が収容される内部空間を形成するラック部材と、
　前記ラック部材に上下方向に移動可能に支持されるプレート部材と、
　前記ラック部材の上面と対向する天井と前記プレート部材の上端とを接近又は接触させ
た状態で、前記ラック部材に対する前記プレート部材の位置を固定するストッパ機構と、
を備え、
　前記ストッパ機構は、前記プレート部材に形成された貫通孔と、前記ラック部材に形成
された雌ねじ孔と、前記貫通孔を介して前記雌ねじ孔に配置される雄ねじ部材とを含むラ
ック装置。
【請求項１０】
　前記ラック部材に配置され、前記プレート部材を上下方向にガイドする第１ガイド部と
、
　前記プレート部材に配置され、前記第１ガイド部に対して移動可能な第１スライダ部と
を有する請求項９に記載のラック装置。
【請求項１１】
　前記貫通孔は前記上下方向に複数形成され、
　前記複数の貫通孔のうち、前記雄ねじ部材が配置された貫通孔以外の貫通孔を覆うキャ
ップ部材を備える請求項８～１０のいずれか一項に記載のラック装置。
【請求項１２】
　電子機器が収容される内部空間を形成するラック部材と、
　前記ラック部材に上下方向に移動可能に支持されるプレート部材と、
　前記ラック部材の上面と対向する天井と前記プレート部材の上端とを接近又は接触させ
た状態で、前記ラック部材に対する前記プレート部材の位置を固定するストッパ機構と、
を備え、
　前記プレート部材は、前記ラック部材に移動可能に支持される第１プレート部材と、前
記第１プレート部材に移動可能に支持される第２プレート部材とを含み、
　前記第１プレート部材に配置され、前記第２プレート部材を上下方向にガイドする第２
ガイド部と、
　前記第２プレート部材に配置され、前記第２ガイド部に対して上下方向に移動可能な第
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２スライダ部とを有するラック装置。
【請求項１３】
　前記ラック部材に配置され、前記プレート部材を上下方向にガイドする第１ガイド部と
、
　前記プレート部材に配置され、前記第１ガイド部に対して移動可能な第１スライダ部と
を有する請求項１２に記載のラック装置。
【請求項１４】
　前記プレート部材は、前記ラック部材に移動可能に支持される第１プレート部材と、前
記第１プレート部材に移動可能に支持される第２プレート部材とを含み、
　前記第１プレート部材に配置され、前記第２プレート部材を上下方向にガイドする第２
ガイド部と、
　前記第２プレート部材に配置され、前記第２ガイド部に対して上下方向に移動可能な第
２スライダ部とを有する請求項１～１１のいずれか一項に記載のラック装置。
【請求項１５】
　電子機器が収容される内部空間を形成するラック部材と、
　前記ラック部材に上下方向に移動可能に支持されるプレート部材と、
　前記ラック部材の上面と対向する天井と前記プレート部材の上端とを接近又は接触させ
た状態で、前記ラック部材に対する前記プレート部材の位置を固定するストッパ機構と、
を備え、
　前記プレート部材は、前記ラック部材に移動可能に支持される第１プレート部材と、前
記第１プレート部材に移動可能に支持される第２プレート部材とを含み、
前記第２プレート部材は、相対移動可能な複数の第３プレート部材を含むラック装置。
【請求項１６】
　前記ラック部材に配置され、前記プレート部材を上下方向にガイドする第１ガイド部と
、
　前記プレート部材に配置され、前記第１ガイド部に対して移動可能な第１スライダ部と
を有する請求項１５に記載のラック装置。
【請求項１７】
　前記プレート部材は、前記ラック部材に移動可能に支持される第１プレート部材と、前
記第１プレート部材に移動可能に支持される第２プレート部材とを含み、
前記第２プレート部材は、相対移動可能な複数の第３プレート部材を含む請求項１～１１
のいずれか一項に記載のラック装置。
【請求項１８】
　前記第２プレート部材は、相対移動可能な複数の第３プレート部材を含む請求項１２～
１４のいずれか一項に記載のラック装置。
【請求項１９】
　前記第１プレート部材に対して前記第２プレート部材を回転可能に支持するヒンジ機構
を備える請求項１５～１７のいずれか一項に記載のラック装置。
【請求項２０】
　電子機器が収容される内部空間を形成するラック部材と、
　前記ラック部材に上下方向に移動可能に支持されるプレート部材と、
　前記ラック部材の上面と対向する天井と前記プレート部材の上端とを接近又は接触させ
た状態で、前記ラック部材に対する前記プレート部材の位置を固定するストッパ機構と、
を備え、
　前記ラック部材は、前記電子機器が移動可能な開口を側部に有する本体部材と、前記本
体部材に支持され、前記開口を開閉可能なドア部材とを含み、
　前記プレート部材は、前記ドア部材に支持されるラック装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、ラック装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　サーバ、データベース等に用いられる電子機器は、例えば下記特許文献に開示されてい
るようなラック装置に収容され、空調システムで空調される電算機室に配置される。
【特許文献１】特開２００２－２３２１６８号公報
【特許文献２】特開２００３－１７９３７１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　空調システムに求められる性能の一つとして、電子機器の温度調整の高効率化が挙げら
れる。電子機器の温度調整を効率良く実行できないと、例えば空調システムが消費するエ
ネルギー量が増大したり、電子機器が温度上昇して動作不良が発生したりする可能性があ
る。また、そのような性能を満足する空調システムを容易に構築できる技術の案出が望ま
れる。
【０００４】
　本発明は、施工を簡易化でき、電子機器の温度調整を効率良く実行できるラック装置、
仕切部材、空調システム、及び空調方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の第１の態様に従えば、電子機器が収容される内部空間を形成するラック部材と
、前記ラック部材に上下方向に移動可能に支持されるプレート部材と、前記ラック部材の
上面と対向する天井と前記プレート部材の上端とを接近又は接触させた状態で、前記ラッ
ク部材に対する前記プレート部材の位置を固定するストッパ機構と、を備え、前記ラック
部材に配置され、前記プレート部材を上下方向にガイドする第１ガイド部と、前記プレー
ト部材に配置され、前記第１ガイド部に対して移動可能な第１スライダ部とを有し、前記
ラック部材は、前記電子機器が移動可能な開口を側部に有する本体部材と、前記本体部材
に支持され、前記開口を開閉可能なドア部材とを含み、前記プレート部材は、前記ドア部
材に支持されるラック装置が提供される。
【０００６】
　本発明の第２の態様に従えば、電子機器が収容される内部空間を形成するラック部材と
、前記ラック部材に上下方向に移動可能に支持されるプレート部材と、前記ラック部材の
上面と対向する天井と前記プレート部材の上端とを接近又は接触させた状態で、前記ラッ
ク部材に対する前記プレート部材の位置を固定するストッパ機構と、を備え、前記ストッ
パ機構は、前記プレート部材に形成された貫通孔と、前記ラック部材に形成された雌ねじ
孔と、前記貫通孔を介して前記雌ねじ孔に配置される雄ねじ部材とを含むラック装置が提
供される。
【０００７】
　本発明の第３の態様に従えば、電子機器が収容される内部空間を形成するラック部材と
、前記ラック部材に上下方向に移動可能に支持されるプレート部材と、前記ラック部材の
上面と対向する天井と前記プレート部材の上端とを接近又は接触させた状態で、前記ラッ
ク部材に対する前記プレート部材の位置を固定するストッパ機構と、を備え、前記プレー
ト部材は、前記ラック部材に移動可能に支持される第１プレート部材と、前記第１プレー
ト部材に移動可能に支持される第２プレート部材とを含み、前記第１プレート部材に配置
され、前記第２プレート部材を上下方向にガイドする第２ガイド部と、前記第２プレート
部材に配置され、前記第２ガイド部に対して上下方向に移動可能な第２スライダ部とを有
するラック装置が提供される。
【０００８】
　本発明の第４の態様に従えば、電子機器が収容される内部空間を形成するラック部材と
、前記ラック部材に上下方向に移動可能に支持されるプレート部材と、前記ラック部材の
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上面と対向する天井と前記プレート部材の上端とを接近又は接触させた状態で、前記ラッ
ク部材に対する前記プレート部材の位置を固定するストッパ機構と、を備え、前記プレー
ト部材は、前記ラック部材に移動可能に支持される第１プレート部材と、前記第１プレー
ト部材に移動可能に支持される第２プレート部材とを含み、前記第２プレート部材は、相
対移動可能な複数の第３プレート部材を含むラック装置が提供される。
【０００９】
　本発明の第５の態様に従えば、電子機器が収容される内部空間を形成するラック部材と
、前記ラック部材に上下方向に移動可能に支持されるプレート部材と、前記ラック部材の
上面と対向する天井と前記プレート部材の上端とを接近又は接触させた状態で、前記ラッ
ク部材に対する前記プレート部材の位置を固定するストッパ機構と、を備え、前記ラック
部材は、前記電子機器が移動可能な開口を側部に有する本体部材と、前記本体部材に支持
され、前記開口を開閉可能なドア部材とを含み、前記プレート部材は、前記ドア部材に支
持されるラック装置が提供される。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、施工を簡易化でき、電子機器の温度調整を効率良く実行できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照しながら説明する。以下の説明においては
、ＸＹＺ直交座標系を設定し、このＸＹＺ直交座標系を参照しつつ各部の位置関係につい
て説明する。水平面内の所定方向をＸ軸方向、水平面内においてＸ軸方向と直交する方向
をＹ軸方向、Ｘ軸方向及びＹ軸方向のそれぞれと直交する方向（鉛直方向、上下方向）を
Ｚ軸方向とする。また、Ｘ軸、Ｙ軸及びＺ軸まわりの回転（傾斜）方向をそれぞれ、θＸ
、θＹ及びθＺ方向とする。
【００１３】
＜第１実施形態＞
　第１実施形態について説明する。図１は、第１実施形態に係るラック装置１の一例を＋
Ｘ側から見た斜視図、図２は、－Ｘ側から見た斜視図である。図１及び図２において、ラ
ック装置１は、電子機器が収容される内部空間２を形成するラック部材３と、ラック部材
３に移動可能に支持される仕切部材４と、ラック部材３に対する仕切部材４の位置を固定
するストッパ機構５とを備えている。ラック部材３は、仕切部材４をＺ軸方向に移動可能
に支持する。本実施形態において、仕切部材４は、プレート部材である。
【００１４】
　ラック部材３は、本体部材３Ｃと、本体部材３Ｃに形成された開口６Ａ，６Ｂを開閉可
能なドア部材３Ａ，３Ｂとを有する。本実施形態において、ラック部材３は、本体部材３
Ｃの＋Ｘ側に配置された第１開口６Ａと、－Ｘ側に配置された第２開口６Ｂと、第１開口
６Ａを開閉可能な第１ドア部材３Ａと、第２開口６Ｂを開閉可能な第２ドア部材３Ｂとを
有する。第１ドア部材３Ａ及び第２ドア部材３Ｂのそれぞれは、ヒンジ機構（不図示）を
介して、本体部材３Ｃに回動可能に支持されている。
【００１５】
　図３は、本実施形態に係る本体部材３Ｃの一例を示す斜視図である。第１開口６Ａは、
本体部材３Ｃの側部に配置されている。第１開口６Ａは、本体部材３Ｃの側部の＋Ｘ側に
形成されている。第１開口６Ａは、十分に大きい。電子機器は、第１開口６Ａを移動可能
である。
【００１６】
　第１開口６Ａと同様、第２開口６Ｂは、本体部材３Ｃの側部に配置されている。第２開
口６Ｂは、本体部材３Ｃの側部の－Ｘ側に形成されている。第２開口６Ｂは、十分に大き
い。電子機器は、第２開口６Ｂを移動可能である。
【００１７】
　本体部材３Ｃの内部には、棚７が配置されている。電子機器は、第１開口６Ａ及び第２
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開口６Ｂの少なくとも一方を介して、棚７に設置される。
【００１８】
　図１及び図２に示すように、本実施形態においては、仕切部材４は、第２ドア部材３Ｂ
に移動可能に支持されている。第２ドア部材３Ｂは、仕切部材４をＺ軸方向に移動可能に
支持する支持機構８を有する。本実施形態において、支持機構８は、第２ドア部材３Ｂに
配置され、仕切部材４に配置されたスライダ部４Ｓを上下方向にガイドするガイド部８Ｇ
を含む。
【００１９】
　図４は、第２ドア部材３Ｂに支持されている仕切部材４を上方から見た平面図である。
図１、図２、図３、及び図４に示すように、第２ドア部材３Ｂは、＋Ｙ側の端及び－Ｙ側
の端のそれぞれに配置されたガイド部８Ｇを有する。本実施形態において、ガイド部８Ｇ
は、第２ドア部材３ＢのＹ軸方向両側の端から外側に突出する凸部を含む。ガイド部８Ｇ
は、Ｚ軸方向に長い。
【００２０】
　仕切部材４は、Ｚ軸方向に長いプレート部４Ｐと、プレート部４Ｐの＋Ｙ側の端及び－
Ｙ側の端に配置されたスライダ部４Ｓとを有する。本実施形態において、スライダ部４Ｓ
は、ガイド部８Ｇの凸部の外面と対向可能な内面を有する凹部を含む。スライダ部４Ｓは
、Ｚ軸方向に長い。
【００２１】
　第２ドア部材３Ｂに配置されたガイド部８Ｇは、仕切部材４をＺ軸方向にガイド可能で
ある。仕切部材４に配置されたスライダ部４Ｓは、ガイド部８Ｇに対してＺ軸方向に移動
可能である。
【００２２】
　本実施形態において、第２ドア部材３Ｂは、内部空間２に面する内面３Ｂｎと、その内
面３Ｂｎの反対側の外面３Ｂｇとを有する。本実施形態において、ガイド部８Ｇにガイド
される仕切部材４の少なくとも一部は、第２ドア部材３Ｂの外面３Ｂｇと対向可能である
。本実施形態において、仕切部材４は、第２ドア部材３Ｂの少なくとも一部と対向しつつ
、その外面３Ｂｇ側でＺ軸方向に移動可能である。
【００２３】
　第２ドア部材３Ｂと同様、第１ドア部材３Ａは、＋Ｙ側の端及び－Ｙ側の端のそれぞれ
に配置されたガイド部８Ｇを有する。また、第１ドア部材３Ａは、内部空間２に面する内
面３Ａｎと、その内面３Ａｎの反対側の外面３Ａｇとを有する。
【００２４】
　以下の説明において、第１ドア部材３Ａの外面３Ａｇを適宜、ラック部材３（ラック装
置１）の前面３Ａｇ、と称し、第２ドア部材３Ｂの外面３Ｂｇを適宜、ラック部材３（ラ
ック装置１）の背面３Ｂｇ、と称する。ラック部材３の背面３Ｂｇは、ラック部材３の前
面３Ａｇの反対側の面である。また、以下の説明において、前面３Ａｇと背面３Ｂｇとを
結ぶ面を適宜、ラック部材３の側面３Ｓ、と称する。
【００２５】
　また、本実施形態においては、第２ドア部材３Ｂから仕切部材４を外すことができる。
第２ドア部材３Ｂから仕切部材４を外す場合、例えば、第２ドア部材３Ｂのガイド部８Ｇ
の上端から仕切部材４のスライダ部４Ｓを引き抜く。また、第２ドア部材３Ｂに仕切部材
４を取り付ける場合、例えば第２ドア部材３Ｂのガイド部８Ｇの上端から仕切部材４のス
ライダ部４Ｓを挿入する。なお、例えばスライダ部４Ｓが弾性変形可能な場合、スライダ
部４Ｓを僅かに変形させて、第２ドア部材３Ｂの背面３Ｂｇ側から、ガイド部８Ｇにスラ
イダ部４Ｓを嵌めてもよい。このように、本実施形態においては、第２ドア部材３Ｂに設
けられた支持機構８は、仕切部材４をリリース可能に支持する。
【００２６】
　また、本実施形態において、第２ドア部材３Ｂの外形と、仕切部材４の外形とは、ほぼ
等しい。本実施形態において、Ｙ軸方向に関するラック部材３のサイズと、Ｙ軸方向に関
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する仕切部材４のサイズとは、ほぼ等しい。以下の説明において、Ｙ軸方向に関するサイ
ズを適宜、幅、と称する。したがって、本実施形態においては、仕切部材４は、ラック部
材３の幅とほぼ同じ幅を有する。
【００２７】
　また、本実施形態において、Ｚ軸方向に関するラック部材３のサイズと、Ｚ軸方向に関
する仕切部材４のサイズとは、ほぼ等しい。以下の説明において、Ｚ軸方向に関するサイ
ズを適宜、高さ、と称する。したがって、本実施形態においては、仕切部材４は、ラック
部材３の高さをほぼ同じ高さを有する。
【００２８】
　本実施形態において、第１ドア部材３Ａは、内部空間２と外部空間とを連通する通気口
９を有する。また、本実施形態において、第２ドア部材３Ｂは、内部空間２と外部空間と
を連通する通気口１０を有する。
【００２９】
　本実施形態において、第１ドア部材３Ａに設けられた通気口９は、外部空間の気体を内
部空間２へ供給可能な給気口として機能する。第２ドア部材３Ｂに設けられた通気口１０
は、内部空間２の気体を外部空間へ排出可能な排気口として機能する。本実施形態におい
て、内部空間２には、ファン装置（不図示）が配置されており、そのファン装置の作動に
よって、第１ドア部材３Ａの通気口（給気口）９を介して、外部空間の気体が内部空間２
に流入可能である。また、そのファン装置の作動によって、第２ドア部材３Ｂの通気口（
排気口）１０を介して、内部空間２の気体が外部空間に流出可能である。
【００３０】
　本実施形態において、第１ドア部材３Ａは、フレーム部材３Ａｆと、そのフレーム部材
３Ａｆに配置されたメッシュ部材３Ａｍとを含む。本実施形態において、給気口９は、メ
ッシュ部材３Ａｍに設けられた多数の孔を含む。第２ドア部材３Ｂは、フレーム部材３Ｂ
ｆと、そのフレーム部材３Ｂｆに配置されたメッシュ部材３Ｂｍとを含む。本実施形態に
おいて、排気口１０は、メッシュ部材３Ｂｍに設けられた多数の孔を含む。
【００３１】
　ストッパ機構５は、ラック部材３（第２ドア部材３Ｂ）に対する仕切部材４の位置を固
定可能である。ストッパ機構５は、ラック部材３に対する仕切部材４のＺ軸方向に関する
位置を固定可能である。
【００３２】
　図５は、本実施形態に係るストッパ機構５の一例を示す斜視図である。図１、図２、図
３、図４、及び図５に示すように、ストッパ機構５は、仕切部材４に形成された貫通孔１
１と、ラック部材３に形成された雌ねじ孔１２と、貫通孔１１を介して雌ねじ孔１２に配
置される雄ねじ部材１３とを含む。
【００３３】
　本実施形態において、貫通孔１１は、仕切部材４の＋Ｙ側及び－Ｙ側の側面に配置され
ている。本実施形態において、貫通孔１１は、仕切部材４のスライダ部４Ｓに形成されて
いる。本実施形態において、貫通孔１１は、仕切部材４の側面において、Ｚ軸方向に複数
形成されている。
【００３４】
　複数の貫通孔１１のうち、例えば第１の貫通孔１１と雌ねじ孔１２とを位置合わせして
、その第１の貫通孔１１を介して雌ねじ孔１２に雄ねじ部材１３をねじ込むことによって
、Ｚ軸方向に関する第２ドア部材３Ｂに対する仕切部材４の位置が固定され、Ｚ軸方向に
関する仕切部材４の上端の位置は、第１位置に配置される。また、Ｚ軸方向に関して第１
の貫通孔１１と位置が異なる第２の貫通孔１１と雌ねじ孔１２とを位置合わせして、その
第２の貫通孔１１を介して雌ねじ孔１２に雄ねじ部材１３をねじ込むことによって、Ｚ軸
方向に関する第２ドア部材３Ｂに対する仕切部材４の位置が固定され、Ｚ軸方向に関する
仕切部材４の上端の位置は、第２位置に配置される。このように、雌ねじ孔１２に対して
位置合わせする貫通孔１１を選択し、その選択された貫通孔１１を介して雌ねじ孔１２に
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雄ねじ部材１３をねじ込むことによって、ラック部材３に対するＺ軸方向に関する仕切部
材４の位置が調整されるとともに、Ｚ軸方向に関する仕切部材４の位置が固定される。
【００３５】
　本実施形態においては、複数の貫通孔１１のうち、少なくとも一部の複数の貫通孔１１
は、その貫通孔１１を介して雌ねじ孔１２に雄ねじ部材１３をねじ込んだとき、仕切部材
４の上端がラック部材３の上端より上方（＋Ｚ側）に配置されるように、仕切部材４の所
定位置に形成されている。したがって、本実施形態においては、ストッパ機構５は、少な
くとも仕切部材４の上端がラック部材３の上端より上方に配置された状態で、ラック部材
３に対するＺ軸方向に関する仕切部材４の位置を調整可能である。
【００３６】
　また、本実施形態においては、複数の貫通孔１１のうち、雄ねじ部材１３が配置された
貫通孔１１以外の貫通孔１１は、キャップ部材１４で覆われる。
【００３７】
　次に、上述のラック装置１を含む空調システム２０について説明する。図６は、本実施
形態に係る空調システム２０の一例を示す斜視図、図７は、側断面図である。
【００３８】
　図６及び図７に示すように、ラック装置１は、電算機室２１の床２２に設置される。ラ
ック部材３の上面と対向する位置には、電算機室２１の天井２３が配置されている。
【００３９】
　本実施形態において、ストッパ機構５は、天井２３と仕切部材４の上端とを接近又は接
触させた状態で、ラック部材３に対する仕切部材４の位置を固定する。これにより、仕切
部材４は、給気口９が面する電算機室２１の第１空間３１と、排気口１０が面する電算機
室２１の第２空間３２とを仕切るように、第２ドア部材３Ｂに支持される。仕切部材４の
上端は、天井２３に接近又は接触しており、下端は、第２ドア部材３Ｂに支持されている
ので、ラック装置１の上方の空間における気体の流通が抑制され、第１空間３１と第２空
間３２との気体の流通が抑制される。
【００４０】
　また、上述のように、本実施形態においては、複数の貫通孔１１のうち、雄ねじ部材１
３が配置された貫通孔１１以外の貫通孔１１は、キャップ部材１４で覆われる。貫通孔１
１がラック装置１の上端より上方に配置された場合、その貫通孔１１を介して、第１空間
３１と第２空間３２との間で気体が流通してしまう可能性がある。本実施形態においては
、貫通孔１１を塞ぐキャップ部材１４が配置されているので、第１空間３１と第２空間３
２との間の気体の流通を抑制することができる。
【００４１】
　図６及び図７に示すように、本実施形態においては、ラック装置１は、側面３Ｓ同士が
対向するように、床２２上において、Ｙ軸方向に複数配置される。本実施形態において、
支持機構８は、ラック装置１の背面３Ｂｇの少なくとも一部と仕切部材４とが対向可能な
ように、仕切部材４を支持している。したがって、側面３Ｓ同士を対向させるようにラッ
ク装置１をＹ軸方向に複数配置した場合でも、例えば仕切部材４同士の干渉、仕切部材４
とラック部材３との干渉等を抑制しつつ、ラック装置１同士の距離を小さくすることがで
きる。これにより、設置スペースを小さくすることができる。
【００４２】
　また、本実施形態においては、Ｙ軸方向に複数配置されたラック装置１のグループが、
Ｘ軸方向に複数配置されている。図７には、一例として、床２２上に第１グループＧ１～
第４グループＧ４が配置されている状態が示されている。
【００４３】
　複数のグループのうち、第１グループＧ１のラック装置１の前面３Ａｇと、その第１グ
ループに隣接する第２グループＧ２のラック装置１の前面３Ａｇとが対向するように配置
される。また、複数のグループのうち、第３グループＧ３のラック装置１の前面３Ａｇと
、その第３グループＧ３に隣接する第４グループＧ４のラック装置１の前面３Ａｇとが対
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向するように配置される。換言すれば、第１グループＧ１のラック装置１の各給気口９と
、第２グループＧ２のラック装置１の各給気口９とが対向するように配置され、第３グル
ープＧ３のラック装置１の各給気口９と、第４グループＧ４のラック装置１の各給気口９
とが対向するように配置される。
【００４４】
　各グループＧ１～Ｇ４それぞれのラック装置１に設けられた仕切部材４によって、第１
グループＧ１のラック装置１の給気口９及び第２グループＧ２のラック装置１の給気口９
のそれぞれが面する第１空間３１と、第１グループＧ１のラック装置１の排気口１０及び
第２グループのラック装置１の排気口１０のそれぞれが面する第２空間３２とが、仕切ら
れている。
【００４５】
　同様に、第３グループＧ３のラック装置１の給気口９及び第４グループＧ４のラック装
置１の給気口９のそれぞれが面する第１空間３１と、第３グループＧ３のラック装置１の
排気口１０及び第４グループＧ４のラック装置１の排気口１０のそれぞれが面する第２空
間３２とが、仕切られている。
【００４６】
　第１空間３１は、各ラック装置１の前面３Ａｇが面する空間を含み、第２空間３２は、
その前面３Ａｇに対してラック装置１の背面３Ｂｇ側の空間を含む。本実施形態において
、仕切部材４は、第１空間３１と、第２空間３２との気体の流通が抑制されるように、ラ
ック装置１と天井２３との間に配置される。
【００４７】
　本実施形態において、第１グループＧ１と第２グループＧ２との間の第１空間３１に面
する床２２に、空調機２５からの気体を供給する供給口２６が設けられている。また、第
３グループＧ３と第４グループＧ４との間の第１空間３１に面する床２２に、空調機２５
からの気体を供給する供給口２５が設けられている。
【００４８】
　本実施形態において、床２２の下に、空調機２５から送出された気体が流れる通路（床
下空間）２７が形成されている。空調機２５は、その通路２７を介して、供給口２６に気
体を供給する。
【００４９】
　また、図７に示すように、本実施形態において、第１グループＧ１の背面３Ｂｇ側の第
２空間３２と面する天井２３に、第２空間３２の気体の少なくとも一部を回収可能な回収
口２８が設けられている。また、第２グループＧ２と第３グループＧ３との間の第２空間
３２に面する天井２３に、第２空間３２の気体の少なくとも一部を回収可能な回収口２８
が設けられている。同様に、第４グループＧ４の背面３Ｂｇ側の第２空間３２と面する天
井２３に、第２空間３２の気体の少なくとも一部を回収可能な回収口２８が設けられてい
る。
【００５０】
　本実施形態において、天井２３の上に、回収口２８から回収された気体が流れる通路（
天井上空間）２９が形成されている。回収口２８から回収された気体は、例えば空調機２
５に戻され、再利用される。
【００５１】
　次に、上述の構成を有する空調システム２０の施工方法、及びその空調システム２０を
用いて、電算機室２１を空調して、ラック装置１の内部空間２に収容されている電子機器
の温度を調整する方法の一例について説明する。
【００５２】
　まず、ラック部材３が電算機室２１の床２２に設置される。その後、図８（Ａ）に示す
ように、仕切部材４と第２ドア部材３Ｂとが接続される。例えば、作業者により、仕切部
材４に設けられたスライダ部４Ｓが、第２ドア部材３Ｂに設けられたガイド部８Ｇに嵌め
られる。その後、図８（Ｂ）に示すように、ガイド部８Ｇに沿って仕切部材４を上方向（
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＋Ｚ方向）に移動して、仕切部材４の上端と天井２３とを接近又は接触させて、ラック部
材３の上方の空間を仕切って、給気口９に面する第１空間３１と排気口１０に面する第２
空間３２とを仕切る。その後、天井２３と仕切部材４の上端とを接近又は接触させた状態
で、ストッパ機構５により、仕切部材４の位置が固定される。
【００５３】
　本実施形態において、貫通孔１１及び雌ねじ孔１２を含むストッパ機構５は、ラック装
置１に配置されている。これにより、ラック装置１と天井２３との間に仕切部材４を設置
する作業を簡易に行うことができる。すなわち、ストッパ機構５は、作業者が容易にアク
セス可能な高さに設けられているので、施工を簡易に効率良く行うことができる。
【００５４】
　また、本実施形態においては、ラック部材３に仕切部材４を接続した後、その仕切部材
４を＋Ｚ方向に移動して、Ｚ軸方向に関する仕切部材４の位置を調整して、仕切部材４が
所望の位置に配置された状態で、ストッパ機構５を用いて、Ｚ軸方向に関する仕切部材４
の位置を固定することができる。このように、簡易な施工で、第１空間３１と第２空間３
２とを良好に仕切ることができる。
【００５５】
　第１空間３１と第２空間３２とが仕切部材４によって仕切られた後、空調機２５が温度
調整用の気体を送出する。なお、空調機２５が温度調整用の気体の送出を開始するタイミ
ングは、第１空間３１と第２空間３２とが仕切部材４で仕切られる前でもよいし、同時で
もよい。
【００５６】
　空調機２５より送出された気体は、通路２７及び供給口２６を介して、第１空間３１に
供給される。第１空間３１に供給された、温度が低い気体（冷気）は、給気口９を介して
、ラック装置１の内部空間２にもたらされる。上述のように、ラック装置１は、ファン装
置を備える。第１空間３１に供給された気体は、ファン装置の作動によって、給気口９を
介して、内部空間２にもたらされる。
【００５７】
　内部空間２にもたらされた気体は、その内部空間２に配置されている電子機器から熱を
奪う。これにより、電子機器の温度上昇が抑制される。電子機器から熱を奪った気体は、
排気口１０を介して、第２空間３２に排出される。第２空間３２に排出された、温度が高
い気体は、回収口２８より回収される。
【００５８】
　本実施形態においては、第１空間３１と第２空間３２とが仕切部材４で仕切られている
ので、温度が高い第２空間３２の気体が、第１空間３１に流入することが抑制される。し
たがって、第１空間３１は、空調機２５から送出された気体（冷気）で満たされる。空調
システム２０は、その第１空間３１の気体（冷気）を、給気口９を介して内部空間２にも
たらすことができる。したがって、空調システム２０は、内部空間２に配置されている電
子機器の温度調整を効率良く実行することができる。また、空調機２５を含む空調システ
ム２０が消費するエネルギー量（電力等）を抑制することができる。
【００５９】
　すなわち、本実施形態においては、空調システム２０は、ラック装置１の前面３Ａｇに
面する第１空間３１を冷気で良好に満たすことができる。また、ラック装置１の背面３Ｂ
ｇに面する第２空間３２は、暖気で満たされる。このように、本実施形態においては、仕
切部材４によって、ラック装置１の前面３Ａｇに面する第１空間３１を、所謂、コールド
アイルにすることができ、背面３Ｂｇに面する第２空間３２を、所謂、ホットアイルにす
ることができ、それらコールドアイルとホットアイルとを良好に分離することができる。
したがって、空調システム２０が消費するエネルギー量を抑制し、電子機器の温度調整を
効率良く実行することができる。
【００６０】
　以上説明したように、本実施形態によれば、施工を簡易化でき、電子機器の温度調整を
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効率良く実行できる。したがって、電子機器を良好に作動させることができる。
【００６１】
　本実施形態によれば、ストッパ機構５によって、ラック装置１に上下方向に移動可能に
支持されている仕切部材４のＺ軸方向に関する位置を固定することができる。また、スト
ッパ機構５は、作業者が容易にアクセス可能なラック装置１の所定位置に配置されるので
、施工性良く仕切部材４を所望の位置に配置することができる。
【００６２】
　また、ラック部材３にはガイド部８Ｇが配置され、仕切部材４にはスライダ部４Ｓが配
置されているので、上下方向に関する仕切部材４の移動を円滑に実行することができる。
【００６３】
　また、本実施形態においては、ガイド部８Ｇがラック部材３の第２ドア部材３Ｂに配置
されているので、例えば電算機室２１の床２２上においてＹ軸方向にラック部材３を並べ
た後、それらラック部材３のそれぞれに、背面３Ｂｇ側から、第２ドア部材３Ｂに仕切部
材４を円滑に取り付けることができる。
【００６４】
　また、上述の実施形態においては、第２ドア部材３Ｂがラック部材３を移動可能に支持
する場合を例にして説明したが、上述のように、第１ドア部材３Ａもガイド部８Ｇを備え
ており、その第１ドア部材３Ａもラック部材３を移動可能に支持することができる。第１
ドア部材３Ａに仕切部材４を取り付ける際、前面３Ａｇ側から、第１ドア部材３Ａに仕切
部材４を円滑に取り付けることができる。第１ドア部材３Ａ及び第２ドア部材３Ｂの両方
が仕切部材４を支持可能なので、例えば供給口２６の位置、回収口２８の位置、及び電算
機室２１内におけるラック装置１のレイアウト等、空調システム２０の構造条件に応じて
、仕切部材４を第１ドア部材３Ａに接続するか、あるいは第２ドア部材３Ｂに接続するか
を選択することができる。また、上述の実施形態においては、ラック装置１の排気口１０
が、第２ドア部材３Ｂに設けられている場合を例にして説明したが、例えばラック部材３
の上面に排気口１０が設けられる可能性もある。その場合、ラック装置１の排気口１０の
位置に応じて、仕切部材４を第１ドア部材３Ａに接続するか、あるいは第２ドア部材３Ｂ
に接続するかを選択することができる。したがって、施工性を向上することができる。
【００６５】
　また、本実施形態においては、ストッパ機構５の貫通孔１１が、仕切部材４においてＺ
軸方向に複数配置されており、Ｚ軸方向に関する仕切部材４の位置を容易に調整すること
ができる。例えば、図９に示すように、複数配置されるラック装置１のラック部材３の上
面の位置（高さ）が、ラック装置１毎に異なる場合においても、仕切部材４の高さが調整
可能なので、各ラック部材３に取り付けられる仕切部材４の上端のそれぞれと天井２３と
を良好に接近又は接触させることができる。また、例えば仕切部材４の上端と天井２３と
の間に間隙を設ける場合、あるいは天井２３の形状に応じて仕切部材４の上端の位置を調
整する場合、ストッパ機構５を用いて、仕切部材４の上端の位置を良好に調整することが
できる。
【００６６】
　また、本実施形態においては、ラック装置１の支持機構５が、仕切部材４をリリース可
能に支持するので、例えばラック部材３と仕切部材４とを別々に搬送したり、各種処理を
実行したりすることができる。したがって、ラック装置１の搬送性、施工性を向上するこ
とができる。また、仕切部材４を交換したり、ラック部材３及び仕切部材４それぞれのメ
ンテナンス作業等を円滑に実行することができる。
【００６７】
　また、上述の実施形態において、ラック部材３の支持機構８は、ラック装置１の背面３
Ｂｇ（又は前面３Ａｇ）と仕切部材４とが対向可能なように、仕切部材４を支持するので
、側面３Ｓ同士を対向させるようにラック装置１をＹ軸方向に複数配置した場合でも、例
えば仕切部材４同士の干渉、仕切部材４とラック部材３との干渉等を抑制しつつ、ラック
装置１同士の距離を小さくすることができる。これにより、設置スペースを小さくするこ



(12) JP 5487582 B2 2014.5.7

10

20

30

40

50

とができる。
【００６８】
＜第２実施形態＞
　次に、第２実施形態について説明する。以下の説明において、上述の実施形態と同一又
は同等の構成部分については同一の符号を付し、その説明を簡略若しくは省略する。
【００６９】
　図１０は、第２実施形態に係るラック装置１Ｂの一例を示す図である。図１０に示すよ
うに、仕切部材４Ｂの少なくとも一部に、通気口３３を設けることができる。これにより
、例えば、仕切部材４Ｂの一部と背面３Ｂｇ（排気口１０）の少なくとも一部とが対向す
る場合でも、内部空間２から排出された気体は、第２ドア部材３Ｂの排気口１０及び仕切
部材４Ｂの通気口３３を介して、第２空間３２（ホットアイル）に排出される。
【００７０】
　また、仕切部材４Ｂに、その仕切部材４Ｂの通気口３３を開閉可能なシャッタ部材３４
を設けることができる。これにより、例えば図１１に示すように、通気口３３がラック部
材３の上端より上方に配置されるように、Ｚ軸方向に関する仕切部材４Ｂの位置が調整さ
れた場合でも、そのシャッタ部材３４で通気口３３を閉じることによって、第１空間３１
と第２空間３２との間の気体の流れ抑制することができる。
【００７１】
　なお、本実施形態においては、通気口３３及びシャッタ部材３４を有する仕切部材４Ｂ
が、排気口１０と対向可能な位置に配置される場合を例にして説明したが、給気口９と対
向可能な位置に配置することもできる。
【００７２】
＜第３実施形態＞
　次に、第３実施形態について説明する。以下の説明において、上述の実施形態と同一又
は同等の構成部分については同一の符号を付し、その説明を簡略若しくは省略する。
【００７３】
　図１２は、第３実施形態に係るラック装置１Ｃの一例を上方から見た平面図である。図
１２において、仕切部材４Ｃは、ラック部材３の第２ドア部材３Ｂに移動可能に支持され
る第１プレート部材４１と、第１プレート部材４１に移動可能に支持される第２プレート
部材４２と、第２プレート部材４２に移動可能に支持される第３プレート部材４３とを含
む。
【００７４】
　第２ドア部材３Ｂは、第１プレート部材４１をＺ軸方向にガイドするガイド部８Ｇを有
する。第１プレート部材４１は、ガイド部８Ｇに対してＺ軸方向に移動可能なスライダ部
４Ｓを有する。
【００７５】
　また、第１プレート部材４１は、第２プレート部材４２をＺ軸方向にガイドするガイド
部８Ｈを有し、第２プレート部材４２は、ガイド部８Ｈに対してＺ軸方向に移動可能なス
ライダ部４Ｔを有する。
【００７６】
　また、第２プレート部材４２は、第３プレート部材４３をＺ軸方向にガイドするガイド
部８Ｊを有し、第３プレート部材４３は、ガイド部８Ｊに対してＺ軸方向に移動可能なス
ライダ部４Ｕを有する。
【００７７】
　ラック装置１Ｃは、Ｚ軸方向に関するラック部材３に対する第１プレート部材４１の位
置を固定する第１ストッパ機構５Ａと、Ｚ軸方向に関する第１プレート部材４１に対する
第２プレート部材４２の位置を固定する第２ストッパ機構５Ｂと、Ｚ軸方向に関する第２
プレート部材４２に対する第３プレート部材４３の位置を固定する第３ストッパ機構５Ｃ
とを有する。
【００７８】
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　第１ストッパ機構５Ａは、上述の第１実施形態で説明したストッパ機構５と同様の構成
であるため、その説明を省略する。第２ストッパ機構５Ｂは、第２プレート部材４２に形
成された貫通孔１１Ｂと、第１プレート部材４１に形成された雌ねじ孔１２Ｂと、貫通孔
１１Ｂを介して雌ねじ孔１２Ｂに配置される雄ねじ部材１３Ｂとを含む。貫通孔１１Ｂは
、Ｚ軸方向に複数配置され、第２ストッパ機構５Ｂは、第１プレート部材４１に対する第
２プレート部材４２のＺ軸方向に関する位置を固定可能である。また、第２ストッパ機構
５Ｂの複数の貫通孔１１Ｂのうち、雄ねじ部材１３Ｂが配置された貫通孔１１Ｂ以外の貫
通孔１１Ｂに、その貫通孔１１Ｂを覆うためのキャップ部材を配置することができる。
【００７９】
　第３ストッパ機構５Ｃは、第３プレート部材４３に形成された貫通孔１１Ｃと、第２プ
レート部材４２に形成された雌ねじ孔１２Ｃと、貫通孔１１Ｃを介して雌ねじ孔１２Ｃに
配置される雄ねじ部材１３Ｃとを含む。貫通孔１１Ｃは、Ｚ軸方向に複数配置され、第２
ストッパ機構５Ｃは、第２プレート部材４２に対する第３プレート部材４３のＺ軸方向に
関する位置を固定可能である。また、第３ストッパ機構５Ｃの複数の貫通孔１１Ｃのうち
、雄ねじ部材１３Ｃが配置された貫通孔１１Ｃ以外の貫通孔１１Ｃに、その貫通孔１１Ｃ
を覆うためのキャップ部材を配置することができる。
【００８０】
　図１３は、本実施形態に係るラック装置１Ｃの動作の一例を示す図である。図１３（Ａ
）に示すように、電算機室２１の床２２に設置されたラック部材３の第２ドア部材３Ｂ（
又は第１ドア部材３Ａ）と仕切部材４Ｃの第１プレート部材４１とが接続される。そして
、図１３（Ｂ）に示すように、ラック部材３の上面と天井２３との距離に応じて、Ｚ軸方
向に関して仕切部材４Ｃが延ばされる。本実施形態においては、第１、第２，第３プレー
ト部材４１，４２，４３それぞれのＺ軸方向に関する相対位置を変化させて、仕切部材４
Ｃ（第３プレート部材４３）の上端が、天井２３に接近又は接触するように、仕切部材４
Ｃを＋Ｚ方向に延ばす。第１、第２，第３プレート部材４１，４２，４３のそれぞれが所
望の位置に配置された後、第１、第２、第３ストッパ機構５Ａ，５Ｂ，５Ｃを用いて、Ｚ
軸方向に関する第１，第２、第３プレート部材４１，４２，４３それぞれの位置が固定さ
れる。これにより、仕切部材４Ｃ（第３プレート部材４３）の上端の位置が、第１，第２
，第３ストッパ機構５Ａ，５Ｂ，５Ｃによって固定される。
【００８１】
　また、第１、第２，第３プレート部材４１，４２，４３それぞれのＺ軸方向に関する相
対位置を変化させてることによって、Ｚ軸方向に関して仕切部材４Ｃを縮めることができ
る。
【００８２】
　本実施形態においては、仕切部材４Ｃが上下方向に伸縮可能なので、仕切部材４Ｃ（第
３プレート部材４３）の上端の位置を容易に調整することができる。また、本実施形態に
おいては、仕切部材４Ｃが複数のプレート部材４１，４２，４３で構成されているので、
例えば、Ｚ軸方向に関するラック部材３の上面と天井２３との距離が大きい場合でも、延
ばされた仕切部材４Ｃを用いて、ラック装置１Ｃの上方の気体を移動を抑制することがで
きる。
【００８３】
　なお、図１３では、第１，第２，第３プレート部材４１，４２，４３の高さ（Ｚ軸方向
に関するサイズ）が、ラック部材３の高さより小さい場合を示しているが、ラック部材３
の高さと、第１，第２，第３プレート部材４１，４２，４３との高さがほぼ同じでもよい
。また、第１プレート部材４１の高さと第２プレート部材４２の高さと第３プレート部材
４３の高さとが異なってもよい。
【００８４】
　なお、本実施形態においては、仕切部材４Ｃが３つのプレート部材４１，４２，４３か
らなる場合を例にして説明したが、もちろん、２つのプレート部材から構成されてもよい
し、４つ以上のプレート部材から構成されてもよい。
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【００８５】
＜第４実施形態＞
　次に、第４実施形態について説明する。以下の説明において、上述の実施形態と同一又
は同等の構成部分については同一の符号を付し、その説明を簡略若しくは省略する。
【００８６】
　図１４は、第４実施形態に係るラック装置１Ｄの一例を示す側面図である。図１４にお
いて、ラック装置１Ｄは、ラック部材３と、ラック部材３に移動可能に支持される仕切部
材４Ｄとを有する。
【００８７】
　仕切部材４Ｄは、ラック部材３（第２ドア部材３Ｂ）に移動可能に支持される第１プレ
ート部材４１Ｄと、ヒンジ機構３５を介して第１プレート部材４１Ｄに接続された第２プ
レート部材４２Ｄとを有する。ヒンジ機構３５により、第２プレート部材４２Ｄは、第１
プレート部材４１Ｄに対して回転可能に支持される。こうすることによっても、仕切部材
４Ｄ（第２プレート部材４２Ｄ）の上端の位置を調整することができる。
【００８８】
＜第５実施形態＞
　次に、第５実施形態について説明する。以下の説明において、上述の実施形態と同一又
は同等の構成部分については同一の符号を付し、その説明を簡略若しくは省略する。
【００８９】
　図１５は、第５実施形態に係るラック装置１Ｅの一例を示す斜視図である。図１５にお
いて、ラック装置１Ｅは、ラック部材３と、少なくとも一部がラック部材３に支持される
仕切部材４Ｅとを有する。
【００９０】
　本実施形態において、仕切部材４Ｅは、可撓性部材である。本実施形態において、仕切
部材４Ｅは、ベローズ部材である。図１５に示すように、ベローズ部材４Ｅの下端は、第
２ドア部材３Ｂの上部に接続される。ベローズ部材４Ｅの上端は、第２ドア部材３ＢにＺ
軸方向に移動可能に支持された支持部材３６に支持されている。第２ドア部材３Ｂは、支
持部材３６を上下方向にガイドするガイド部８Ｅを有する。本実施形態において、支持部
材３６は、ガイド部８Ｅに対してＺ軸方向に移動可能なロッド部材である。支持部材３６
は、ベローズ部材４Ｅの上端を支持して上下方向に移動可能である。ベローズ部材４Ｅを
支持する支持部材３６のＺ軸方向に関する位置を、ストッパ機構５Ｅによって固定するこ
とによって、Ｚ軸方向に関するベローズ部材４Ｅの上端の位置が固定される。
【００９１】
　本実施形態においても、ベローズ部材４Ｅの上端と天井２３とを接近又は接触させるよ
うに、支持部材３６を移動することによって、ラック装置１Ｅの上方の空間における気体
の移動を抑制することができる。
【００９２】
　なお、仕切部材４Ｅとして、例えば布等のシート部材を用いてもよい。また、例えば第
２ドア部材３Ｂに、そのシート部材を巻き取り可能な巻取装置を設けてもよい。
【００９３】
＜第６実施形態＞
　次に、第６実施形態について説明する。以下の説明において、上述の実施形態と同一又
は同等の構成部分については同一の符号を付し、その説明を簡略若しくは省略する。
【００９４】
　図１６は、第６実施形態に係る空調システム２０Ｆの一例を示す図である。図１６にお
いて、空調システム２０Ｆは、ラック部材３及びそのラック部材３に移動可能に支持され
る仕切部材４を有するラック装置１と、Ｚ軸方向に関する仕切部材４の位置を固定するス
トッパ機構５Ｆとを有する。
【００９５】
　ストッパ機構５Ｆは、電算機室２１の天井２３に配置された磁石３８を備えている。本
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実施形態において、仕切部材４の上端に金属部材３７が設けられている。磁石３８は、磁
力によって、金属部材３７を保持可能である。このように、本実施形態においては、スト
ッパ機構５Ｆは、天井２３に配置された磁石３８の磁力で、仕切部材４の上端と天井２３
とを接近又は接触させた状態で、Ｚ軸方向に関する仕切部材４の位置を固定することがで
きる。もちろん、仕切部材４の上端に磁石を設け、天井２３に金属部材を配置してもよい
。
【００９６】
　以上説明したように、ストッパ機構５Ｆの少なくとも一部が、電算機室２１の天井２３
に配置されてもよい。
【００９７】
　なお、本実施形態においては、ストッパ機構５Ｆは、磁力を用いて仕切部材４の位置を
固定しているが、ストッパ機構が、例えば天井２３に配置されたフック部材を有してもよ
い。仕切部材４の上端にリング部材を設け、そのリング部材を天井２３に配置されたフッ
ク部材に引っかけることによって、Ｚ軸方向に関する仕切部材４の位置を固定することが
できる。また、ラック装置１に配置されるストッパ機構と、天井２３に配置されるストッ
パ機構とを併用してもよい。
【００９８】
＜第７実施形態＞
　次に、第７実施形態について説明する。以下の説明において、上述の実施形態と同一又
は同等の構成部分については同一の符号を付し、その説明を簡略若しくは省略する。
【００９９】
　図１７は、第７実施形態に係るラック装置１Ｇの一例の一部を示す図である。図１７（
Ａ）は、本実施形態に係るラック装置１Ｇのうち、第２ドア部材３Ｂ及び仕切部材４Ｇの
近傍を上方から見た図、図１７（Ｂ）は、図１７（Ａ）のＡ－Ａ線矢視図である。
【０１００】
　図１７において、ラック装置１Ｇは、第２ドア部材３Ｂを含むラック部材３と、ラック
部材３に対して移動可能な仕切部材４Ｇとを含む。本実施形態において、仕切部材４Ｇは
、プレート部材を含む。
【０１０１】
　ガイド部８Ｌは、第２ドア部材３ＢのＹ軸方向両側の端から外側に突出する凸部を含む
。ガイド部８Ｌは、Ｚ軸方向に長い。スライダ部４Ｓは、凸部の外面と対向可能な内面を
有する凹部を含む。スライダ部４Ｓは、Ｚ軸方向に長い。
【０１０２】
　本実施形態において、ラック装置１Ｇは、第２ドア部材３Ｂに対して仕切部材４を上下
方向に移動する駆動機構５０を有する。本実施形態において、駆動機構５０は、ガイド部
８Ｌに設けられたラック５０Ｌと、スライダ部４Ｓに回転可能に支持されたピニオン（歯
車）５０Ｐと、ピニオンを回転させるアクチュエータ（モータ）５０Ｍとを有する。すな
わち、本実施形態において、駆動機構５０は、所謂、ラック・アンド・ピニオン機構を含
む。ラック５０Ｌの歯は、Ｚ軸方向に複数配置されている。
【０１０３】
　また、本実施形態においては、ラック装置１Ｇは、駆動機構５０のアクチュエータ５０
Ｍを制御する制御装置５０Ｃを有する。制御装置５０Ｃは、アクチュエータ５０Ｍを作動
して、ピニオン５０Ｐを所定方向に所定量回転させることによって、Ｚ軸方向に関する仕
切部材４Ｇの位置を調整することができる。ラック５０Ｌとピニオン５０Ｐとは噛み合っ
ており、制御装置５０Ｃは、ピニオン５０Ｐの回転を停止することによって、Ｚ軸方向に
関する仕切部材４の位置を固定することができる。
【０１０４】
　また、本実施形態においては、仕切部材４Ｇの上端に、仕切部材４Ｇの上端と天井２３
との距離を検出可能なギャップセンサ５１が配置されている。制御装置５０Ｃは、ギャッ
プセンサ５１の検出結果に基づいて、アクチュエータ５０Ｍを制御する。制御装置５０Ｃ
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は、ギャップセンサ５１の検出結果に基づいて、アクチュエータ５０Ｍを作動して、仕切
部材４Ｇの上端と天井２３とが接近又は接触するように、ラック部材３に対するＺ軸方向
に関する仕切部材４Ｇの位置を調整する。また、制御装置５０Ｃは、ギャップセンサ５１
の検出結果に基づいて、Ｚ軸方向に関する仕切部材４Ｇの位置を調整するので、仕切部材
４Ｇの上端と天井２３との衝突を抑制することができる。
【０１０５】
　なお、本発明は、上述の各実施形態に限定されない。また、上述の各実施形態の要件は
、適宜組み合わせることができる。例えば、図１５に示した可撓性の仕切部材（ベローズ
部材）４Ｅに、第２実施形態で説明したような通気口を設けることができる。あるいは、
図１２及び図１３に示した仕切部材４Ｃ（第３プレート部材４３）の上端に、第４実施形
態で説明したようなヒンジ機構を介して第４プレート部材を接続してもよい。また、図１
５に示した可撓性の仕切部材（ベローズ部材）４Ｅを移動可能に支持する支持部材を、第
７実施形態で説明したような駆動機構を用いて移動してもよい。
【０１０６】
　また、上述の各実施形態においては、ラック部材３が、第１，第２開口６Ａ，６Ｂと、
それら第１，第２開口６Ａ，６Ｂを開閉する第１、第２ドア部材３Ａ、３Ｂとを有する場
合を例にして説明したが、ラック部材が、１つの開口と、その１つの開口を開閉するドア
部材とを有する構成でもよい。その場合においても、そのラック部材の所定位置に、給気
口及び排気口のそれぞれを形成し、その給気口及び排気口に応じて仕切部材を配置するこ
とによって、ホットアイルとコールドアイルとを良好に分離することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１０７】
【図１】第１実施形態に係るラック装置の一例を示す斜視図である。
【図２】第１実施形態に係るラック装置の一例を示す斜視図である。
【図３】第１実施形態に係るラック部材の一例を示す斜視図である。
【図４】第１実施形態に係るラック装置の一例を示す平面図である。
【図５】第１実施形態に係る仕切部材及びストッパ機構を示す斜視図である。
【図６】第１実施形態に係る空調システムの一例を示す斜視図である。
【図７】第１実施形態に係る空調システムの一例を示す側面図である。
【図８】第１実施形態に係る空調システムの施工方法の一例を示す図である。
【図９】第１実施形態に係る空調システムの一例を示す図である。
【図１０】第２実施形態に係るラック装置の一例を示す斜視図である。
【図１１】第２実施形態に係るラック装置の一例を示す斜視図である。
【図１２】第３実施形態に係るラック装置の一例を示す平面図である。
【図１３】第３実施形態に係るラック装置の動作の一例を示す図である。
【図１４】第４実施形態に係るラック装置の一例を示す図である。
【図１５】第５実施形態に係るラック装置の一例を示す斜視図である。
【図１６】第６実施形態に係る空調システムの一例を示す図である。
【図１７】第７実施形態に係るラック装置の一例を示す図である。
【符号の説明】
【０１０８】
　１…ラック装置、２…内部空間、３…ラック部材、３Ａ…第１ドア部材、３Ａｇ…前面
、３Ｂ…第２ドア部材、３Ｂｇ…背面、４…仕切部材、４Ｓ…スライダ部、５…ストッパ
機構、６Ａ…第１開口、６Ｂ…第２開口、８…支持機構、８Ｇ…ガイド部、９…給気口、
１０…排気口、１１…貫通孔、１２…雌ねじ孔、１３…雄ねじ部材、１４…キャップ部材
、２０…空調システム、２１…電算機室、２２…床、２３…天井、２３…天井、２５…空
調機、２６…供給口、２７…通路、２８…回収口、２９…通路、３１…第１空間、３２…
第２空間、３３…通気口、３４…シャッタ部材、３５…ヒンジ機構、４１…第１プレート
部材、４２…第２プレート部材、４３…第３プレート部材、５０…駆動機構、５０Ｃ…制
御装置、５０Ｍ…アクチュエータ、５１…ギャップセンサ
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